
海の宝 2018





海、それはいのちのふるさと。そこにはまだ見たこともない新しい可能性

が眠っています。海を学び、体験することで、人類や地球にとってのさらな

る可能性、思いもつかなかった宝物を見つけ出してみませんか！

はじめに

はじめに

四方を海に囲まれた日本。私たち日本人は海から計り知れない恩恵を受け

てきました。しかし、豊かな「海」の恩恵を知らずに育つ若者が近年増えて

います。その一因に、大人への移行時期である中高生時の効率化された学校

教育では、「海」の恵みを積極的に学ぶ機会が少ない現状があります。生涯

を通じ生活に「海」を取り入れて真に豊かな希望を抱いてもらうためには、

若者が「海」について時間をかけて楽しみながら自ら学ぶ体験が重要である

と思います。

本事業の目的は、主に中高生を対象としています。「海」の素晴らしさを

実感・体感できる教育システムを端緒として、それぞれが「海の宝」を探し、

自発的に「海」を学ぶ機会に中高生を導きます。「海の宝アカデミックコン

テスト」に取り組みその成果について大学や海の専門家達による審査・評価

を行うことでモチベーションを高め、「海」への知的好奇心を持った心豊か

な若者を育成します。北海道大学では、前身の札幌農学校時代から水産教育

が始まり、大志を抱いて海に関する学術分野を切り拓いてきました。いまや

海の科学は、従来の水産学の枠を超え、海の映像・音楽・絵画などの芸術分

野、海辺のまちや地域の歴史・文化に焦点を当てた文学・社会学などの各種

文系分野、水産物や海を活用した観光分野など、これまでにない多彩な分野

と密接なかかわりを持つようになりました。

海をテーマに融合したアカデミックユニット「海の北海道大学」では、今

年、全国の中学・高校生を対象に、「海の宝 アカデミックコンテスト

2018」を開催しました。
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8月6日 海の宝わくわくサイエンスツアー ～海と日本PROJECT～

8月6日
- 8月12日

海って結構面白い 海の写真展とワークショップ
海と日本PROJECT

8月10日
陸に上がった北大練習船うしお丸を観察する

海と日本PROJECT

8月11日
海と日本PROJECT いのちを育む“海”

～海の生物多様性を学ぼう！

8月21日 科学夜話 海の宝イカの話 海と日本PROJECT

8月23日
海と日本PROJECT 鹿児島のサメを調べる

～サメ解剖教室～

8月27日
- 8月28日

海と日本PROJECT バイオロギングで知る魚の行動

9月2日 海の中を覗いてみよう！ 海と日本PROJECT

11月10日 海の宝アカデミックコンテスト2018 海と日本PROJECT
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イベント紹介

5月 - 8月 大阪湾を知ろう！2018～海と日本PROJECT～

7月14日
7月30日

スナメリの調査 海と日本PROJECT

6月 – 9月 海のお宝探検隊 in 下北 －海と日本PROJECT－

7月1日
- 9月30日

北の海の七福神（キラリス）ミニ水族館
海と日本PROJECT

7月21日 マリン・ラーニング 魚拓づくり 海と日本PROJECT

7月28日 海の宝を育む環境・生き物たち 海と日本PROJECT

7月29日
練習船を使った先端研究に触れてみよう！

海と日本PROJECT

8月1日
- 8月31日

北の海の七福神（函館空港）ミニ水族館
海と日本PROJECT

8月4日
水中ドローンで海の生物を観察しよう！

海と日本PROJECT

8月4日 その“サーモン”どこからきたの？ 海と日本PROJECT

イ ベ ン ト 名開 催 日 イ ベ ン ト 名開 催 日

全国の中高生を対象とした「海の宝アカデミックコンテスト２０１８」を行うにあたり、

幅広い年齢層に「海」への関心を広げるため、夏季に日本各地で「海の宝」を学び

体験できる様々なイベントを開催しました。

海と日本ＰＲＯＪＥＣＴ ２０１８ イベント一覧



イベント紹介

大阪湾を知ろう！2018～海と日本PROJECT～
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日 程

開 催 場 所

参 加 人 数

目 的

５月２６日（土） / ６月１０日（日） / ７月１４日（土） / ７月２５日（水） / ８月４日（土）

海遊館（天保山岸壁）、大阪南港野鳥園

のべ７８名

天保山岸壁（海遊館前岸壁）や大阪南港野鳥園干潟の水質測定や生物観察を通して、地元の海「大阪港」が大阪湾の中で

どのような特徴のある海なのかを考える。



イベント紹介

4

スナメリの調査 海と日本PROJECT

日 程

開 催 場 所

参 加 人 数

目 的

７月１４日（土） / ７月３０日（月） 各日９：００ ～ １６：３０

大阪湾（天保山〜関西空港島沖～西鳥取漁港）

３０名

・船で大阪湾沿岸を視察することで、大阪湾の全体的なイメージをつかむ。

・大阪湾にスナメリが生息していることを知る。

・大阪湾奥部(天保山・大阪港)と南部(西鳥取漁港・関西空港島周辺)の水質調査や生物観察を通して、その環境の違いを考える。



イベント紹介

海のお宝探検隊 in 下北 -海と日本PROJECT-

5

日 程

開 催 場 所

参 加 人 数

目 的

６月６日(水) ８：５０ ～ １６：００ / ８月２１日(火) １３：００ ～ １４：３０ / ９月１２日(水) １３：２５ ～ １５：１５

下北ジオパーク全域、青森県立大湊高等学校

１７８名（青森県立大湊高等学校２年生）

2016年に認定された下北ジオパークを体験・学習する。具体的には、地域の海に関する課題研究を行い、その成果を「海の宝

アカデミックコンテスト2018」に応募する。本イベントでは課題研究のテーマを見つけるために生徒が下北ジオパークの海を

中心としたジオサイトを（専門）ガイドと赴き、海の視点から体験・学習する。また、アドバイザー(講師)を招聘し、意見交換や

指導を受けながら課題研究成果をまとめる。



イベント紹介
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北の海の七福神(キラリス)ミニ水族館 海と日本PROJECT

北の海の七福神(函館空港)ミニ水族館 海と日本PROJECT

日 程

開 催 場 所

参 加 人 数

目 的

キラリス：７月１日（日） ～ ９月３０日（日） / 函館空港：８月１日（水） ～ ８月３１日（金）

キラリス函館 / 函館空港 1F到着ロビー特設会場

５０，０００名 / ４０，０００名

函館近海に生息する普段あまり見られない魚類の展示を通じて、北海道内外からの来函者が、函館近海の生物や海藻そのものへの

理解を深め、この地域を取り巻く身近な海が育む「北の海の七福神」に関心を抱いてもらうことを目的とする。



イベント紹介

マリン・ラーニング 魚拓づくり 海と日本PROJECT
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日 程

開 催 場 所

参 加 人 数

目 的

７月２１日（土） １４：３０ ～ １６：００

函館市国際水産・海洋総合研究センター

１９名

魚拓作りを学び、水中での生活に適した魚の体のつくりを観察することで、次世代を担う若者の「海」への興味や関心を高める。



イベント紹介
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海の宝を育む環境・生き物たち 海と日本PROJECT

日 程

開 催 場 所

参 加 人 数

目 的

７月２８日（土） １３：００ ～ １５：３０ 【第１部：１３：００ ～ １３：３０ / 第２部：１３：３０ ～ １５：３０】

札幌市円山動物園

６０名

本イベントへの参加を通じ、青少年が海の環境や生物に対する強い関心を持つことで、

青少年が海洋環境の保全への意識を高めて、具体的活動を起こすことを目指す。



イベント紹介

練習船を使った先端研究に触れてみよう! 海と日本PROJECT
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日 程

開 催 場 所

参 加 人 数

目 的

７月２９日（日） １０：００ ～ １２：００ / １３：００ ～ １５：００

東京港月島ふ頭 北海道大学水産学部附属練習船「おしょろ丸」

４６名（指導教諭６名、部活指導OB１名、保護者１名を含む）

最新鋭の観測・研究設備を有する大型練習船の見学を通じて、海洋調査で用いられる実際の観測機器に触れ、

観測に携わった大学院生から生の声を届けて、次世代を担う若者に「海」への興味や関心を高めてもらう。



水中ドローンで海の生物を観察しよう! 海と日本PROJECT

日 程

開 催 場 所

参 加 人 数

目 的

８月４日（土） １０：００ ～ １７：００

１２名

普段見ることが出来ない海中での生物の様子を水中ドローン（水中カメラロボット）で観察し、身近な沿岸生態系の理解を深める。

イベント紹介

10

函館市国際水産・海洋総合研究センター



イベント紹介

その“サーモン”どこからきたの？ 海と日本PROJECT
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日 程

開 催 場 所

参 加 人 数

目 的

８月４日（土） １３：００ ～ １５：００

サケのふるさと千歳水族館

２４名

本イベントへの参加を通じ、青少年が海の環境や生物に対する強い関心を持つことで、

青少年が海洋環境の保全への意識を高めて、具体的活動を起こすことを目指す。



海の宝わくわくサイエンスツアー ～海と日本PROJECT～

日 程

開 催 場 所

参 加 人 数

目 的

８月６日（月） ９：３０ ～ １６：００

１６名

海に関連する科学実験講座と函館地域のものづくり製造工場見学を行うことで、海に関する知識を深めるとともに、

科学する心の育成やものづくり意識の啓発を図る。

イベント紹介
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北海道立工業技術センター（函館市）、日乃出食品株式会社（七飯町）



イベント紹介

海って結構面白い 海の写真展とワークショップ 海と日本PROJECT
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日 程

開 催 場 所

参 加 人 数

目 的

８月６日（月） ～ ８月１２日（日）

函館蔦屋書店 ２Ｆステージ

２，０５２名

「あなたにとっての『海の宝』は何ですか。」をテーマに、「海」に関する写真と映像の紹介、

深海魚や北大練習船に関する２つの講演会、様々なワークショップを実施し、「海」のすばらしさを広める。



陸に上がった北大練習船うしお丸を観察する 海と日本PROJECT

日 程

開 催 場 所

参 加 人 数

目 的

８月１０日（金） １０：００ ～ １２：００ / １３：００ ～ １５：００

３７名（保護者８名を含む）

北海道大学水産学部附属練習船「うしお丸」のドック作業を通じて、普段は目にすることのできない、船の海面下の構造を

見てもらい、その構造や役割を学ぶことによって、次世代を担う若者に「海」への興味や関心を高めてもらう。

イベント紹介
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函館市国際水産・海洋総合研究センターおよび北海道大学水産学部附属練習船「うしお丸」



イベント紹介

海と日本PROJECT いのちを育む“海”～海の生物多様性を学ぼう！
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日 程

開 催 場 所

参 加 人 数

目 的

８月１１日（土） ９：３０ ～ １５：００

千葉県立中央博物館分館 海の博物館

１７名

千葉県勝浦市の磯で生物観察を行い、多様な分類群が見られることを体験し、環境によって生物相が異なることを観察して、なぜ

多様な生物がいるかを考察する。また、ヤドカリの種ごとの分布や、利用している貝殻を調べ、北海道大学大学院水産科学研究院

の和田哲先生による講義を行う。



科学夜話 海の宝イカの話 海と日本PROJECT

日 程

開 催 場 所

参 加 人 数

目 的

８月２１日（火） １９：００ ～ ２０：３０

２１名

「いかにいかをいかすか」をテーマに、海のお宝イカの魅力を紹介する。

イベント紹介
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函館市青函連絡船記念館摩周丸サロン



イベント紹介

海と日本PROJECT 鹿児島のサメを調べる～サメ解剖教室～

17

日 程

開 催 場 所

参 加 人 数

目 的

８月２３日（木） １２：００ ～ １６：３０

かごしま水族館 １階 レクチャールーム

中学生、高校生 合計２０名(応募者４０名 抽選により２０名を選出)

地元の海の教材(鹿児島県内の定置網に混獲されたサメ)を利用して、中学、高校生に、サメについて学ぶ機会を提供する。

解剖等体験を通して「サメ」や「海」への興味や理解をより深める機会とする。



海と日本PROJECT バイオロギングで知る魚の行動

日 程

開 催 場 所

参 加 人 数

目 的

８月２７日（月） ～ ８月２８日（火）

講演会３１名 体験教室１２名

自然下での行動や生態等の動物の知られざる行動を探る「バイオロギング」研究の最前線を体験することで海洋生物や

海洋環境等「海」への興味や理解をより深める機会とする。

イベント紹介
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かごしま水族館 １階 レクチャールーム



イベント紹介

海の中を覗いてみよう！ 海と日本PROJECT
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日 程

開 催 場 所

参 加 人 数

目 的

９月２日（日） ８：４５ ～ １７：００

香川大学瀬戸内圏研究センター庵治マリンステーション

２２名

「日本は四方を海に囲まれた海洋大国」と言われているけれども、私達はどれくらい海のことを知っているのだろうか。欧米では、

中学・高校で海について学習しているが、日本では海については学校ではほとんど学習していない。そこでこのイベントでは高校

生を対象に、海洋生態系や食物連鎖および海洋環境についての講義と、実際に香川大学の調査船カラヌスIIIに乗船して海洋観測を

体験し、海の微小な生物、プランクトンの観察を行うなど、身近な海について学ぶ。さらに、それらを通じて、次世代を担う若者

に「海」への興味や関心を高めてもらうことを目的とする。



海の宝アカデミックコンテスト2018 海と日本PROJECT

日 程

開 催 場 所

参 加 人 数

目 的

１１月１０日（土） １３：００ ～ １７：３０

１２３名（一次・二次のコンテスト参加総数 ６４４名）

「海」への知的好奇心を持った心豊かな若者を育成するため、全国の主に中学・高校生を対象とし、「海」の素晴らしさを

実感・体験できる教育システムを端緒として、それぞれが「海の宝」を探し、自発的に「海」を学ぶ機会に中高生を導く。

イベント紹介
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北海道大学大学院水産科学研究院 大講義室



海の宝アカデミックコンテスト2018 受賞者一覧

あなたにとって「海の宝」は、なんですか

海をテーマにしたアカデミックユニット「海の北海道大学」では、全国の中学・高校生を対象に、「海の宝アカデミックコンテスト2018」

を開催しました。3回目となる2018年度は、全国から182作品の応募があり、審査員による厳正な審査の結果、16作品が二次審査に進み、

11月10日（土）北海道大学水産学部で審査員・関係者・メディアのもとで活発な発表が行われました。

海の宝アカデミックコンテスト2018 受賞者一覧

最優秀賞…２作品 優秀賞…２作品 奨励賞…６作品 入賞…６作品

審査員特別賞…３９作品 マリン・ラーニング奨励賞…２作品

21

１．マリン・カルチャー部門（応募総数：１３９作品）

受 賞 名 題 名 受 賞 者 名

海の宝大賞（最優秀賞） メキシコで見た海の宝 谷本 幸璃（市立札幌開成中等教育学校）

おとひめ賞（優秀賞） 転生したら水海月だった件について 佐藤 日織栞（神戸市立六甲アイランド高等学校）

うみがめ賞（奨励賞） 磯のトラブルを解決せよ！～奥高生発！地元漁業を守るための提案～ 北海道奥尻高等学校

うみがめ賞（奨励賞） ウミホタルのアレコレ！？～ウミホタルの知られざる秘密！！～ 岡山学芸館高等学校

うみがめ賞（奨励賞） かまぼこ その魅力に迫る。 大阪府立生野高等学校 写真部

くろしお賞 カブトガニ 人類を救う 静岡県立焼津水産高等学校

くろしお賞 ２１４年目の希望 兵庫県立尼崎小田高等学校

くろしお賞 石狩川の主 栃木県立馬頭高等学校



海の宝アカデミックコンテスト2018 受賞者一覧
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受 賞 名 題 名 受 賞 者 名

審査員特別賞 魚市場ってなに？ 香川県立坂出高等学校

審査員特別賞 香川県と養殖産業 香川県立坂出高等学校

審査員特別賞 わたしのうみ 北海道函館養護学校

審査員特別賞 干潟の大事な能力～里海の考え方を通して～ 砂子 夕馬（岡山学芸館高等学校）

審査員特別賞 おむ君の長い旅 兵庫県立豊岡総合高等学校インターアクトクラブ

審査員特別賞 マンボウ最弱伝説 静岡県立焼津水産高等学校

審査員特別賞 海の守り神 サメ 静岡県立焼津水産高等学校

審査員特別賞 伊勢海老のセイ君のお話 静岡県立焼津水産高等学校

審査員特別賞 海から来た宝～あなたは魚河岸シャツを知っていますか？～ 静岡県立焼津水産高等学校

審査員特別賞 貝の国の女王は誰？ 若原 瞭（東京都立小金井北高校）

審査員特別賞 海に癒される理由 栁澤 悠衣（佐久長聖高等学校）

審査員特別賞 海の宝を見に行こう！ 土屋 彩衣（佐久長聖高等学校）

審査員特別賞 瀬戸内海にスナメリを 細川 美月（岡山学芸館高等学校）

審査員特別賞 日本人とクジラ 尾関 花楓（神戸市立六甲アイランド高等学校）

審査員特別賞 海の宝石「ウミウシ」 善波 優輝（神戸市立六甲アイランド高等学校）

審査員特別賞 私たちの琴ヶ浜 島根県立大田高等学校

審査員特別賞 農家が語る海成段丘 青森県立大湊高等学校

審査員特別賞 海の香りでリラックス 福井県立若狭高等学校

審査員特別賞 繋いでいきたい海の宝～私たちを陰で支える海運の仕事～ 岡山学芸館高等学校

審査員特別賞 海運 “海の宝”は見えないところに 近藤 力領（岡山学芸館高等学校）



海の宝アカデミックコンテスト2018 受賞者一覧
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受 賞 名 題 名 受 賞 者 名

審査員特別賞 日生の宝 髙森 大史（岡山学芸館高等学校）

審査員特別賞 内陸県 茅野 愛結（佐久長聖高等学校）

審査員特別賞 イカの王様～アオリイカ～ 宮崎県立宮崎海洋高等学校

審査員特別賞 イカのイカした世界 石川 采燈（東京工業大学附属科学技術高等学校）

審査員特別賞 行け！ベントス！ 岡山学芸館高等学校

審査員特別賞 深海のアイドル 大阪市立工芸高等学校

審査員特別賞 海の生物の漢字の成り立ち 大阪市立工芸高等学校

審査員特別賞 世界の海、地球の宝 飯塚 朝葵（岡山学芸館高等学校）

審査員特別賞 海の宝石 「ウミウシ」 荻原 瑛花（佐久長聖高等学校）

審査員特別賞 丸ごと活用できるへしこ作り 福井県立若狭高等学校

審査員特別賞 深層水の真相 高橋 直希（東京工業大学附属科学技術高等学校）

審査員特別賞 教えて！ウミタくん！～アマモ場編～ 近藤 花音（埼玉県立越ヶ谷高等学校科学部）

マリン・ラーニング奨励賞 世界へ羽ばたけ！函館昆布！！ 嶋﨑 匠（函館ラ・サール中学校）

「うみがめ賞」「くろしお賞」「審査員特別賞」は順不同、受付順に掲載。



海の宝アカデミックコンテスト2018 受賞者一覧
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２．マリン・サイエンス部門（応募総数：４３作品）

受 賞 名 題 名 受 賞 者 名

海の宝大賞（最優秀賞） ユーグレナと二枚貝による廃しょうゆの処理について 尾崎 光平（福岡工業大学附属城東高等学校）

りゅうぐうのつかい賞（優秀賞） 今治市の海岸に生息する貝類の寄生虫に関する研究 愛媛県立今治西高等学校

ちょうちんあんこう賞（奨励賞） 鯖街道のばせ 国際宇宙ステーションへ 福井県立若狭高等学校

ちょうちんあんこう賞（奨励賞） 瀬戸内海の島嶼部の漂着ごみ問題に目を向けて 山陽女子高等学校 地歴部

ちょうちんあんこう賞（奨励賞） 二年前の私たちへ 海の宝、みつけたよ 遺愛女子中学校

おやしお賞 養殖マサバに寄生するアニサキス～安全に食べるために～ 福井県立若狭高等学校

おやしお賞 二枚貝の小さな宝 栃木県立馬頭高等学校 水産科学研究部

おやしお賞 三河湾の環境調査 Part.5 これからの三河湾を考える 愛知県立時習館高等学校SSH生物部

審査員特別賞 千里浜の不思議に迫る 石川県立七尾高等学校

審査員特別賞 里海創生～アマモ場と干潟の研究～ 岡山学芸館高等学校

審査員特別賞 みんなで藻場を守ろう！～焼津水産高校と一緒に磯焼け対策～ 静岡県立焼津水産高等学校

審査員特別賞 海の危機を救え 福井県立若狭高等学校

審査員特別賞 魚類透明骨格標本～きれいな魚たちは海の宝～ 宮崎県立宮崎海洋高等学校

審査員特別賞 マイクロプラスチックは何処へ マイクロプラスチックの事件簿 福井県立若狭高等学校

審査員特別賞 生物多様性 北海道函館水産高等学校 海洋技術科

マリン・ラーニング奨励賞 大阪港の外来生物 調査大作戦 大阪市立築港中学校

「ちょうちんあんこう賞」「おやしお賞」「審査員特別賞」は順不同、受付順に掲載。



海の宝アカデミックコンテスト2018記念品

記念品

最優秀賞副賞「おしょろ丸カレー」

最優秀賞・優秀賞・奨励賞 「賞旗」

昭和9年広島県呉市生まれ。戦後、染物屋で修行。

昭和36年に独立し現在のクレハタヤ染工場創立。

大漁旗の製作など確かな技術と心で貢献。

■ 「海の宝アカデミックコンテスト2018」 賞旗

■ 各賞記念リボン

■ 受賞者名入りペナント

表彰状

受賞者記念品一式

■ メモリアルフラッグ（手ぬぐい）

■ 北海道大学オリジナルグッズ

■ 海の宝アカデミックコンテスト2018グッズ

賞旗製作

クレハタヤ染工場

染色家（ 印染 / 型絵染 / 筒引染 ）

浦 啓之輔 (Keinosuke Ura）
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おやしお賞・くろしお賞

■ 各賞記念リボン

■ 受賞者名入りペナント

マリン・カルチャー部門（３０食）
マリン・サイエンス部門（３０食）



マリン・カルチャー部門 海の宝大賞（最優秀賞）

「メキシコで見た海の宝」

谷本幸璃（市立札幌開成中等教育学校）

海の宝アカデミックコンテスト2018 受賞作品（マリン・カルチャー部門）

今年の夏、私はウミガメの殆どの種が絶滅危惧種であることを知り、日本から飛行機で15時間のメキシコのクユトラン

へウミガメの保護活動に行ってきました。そして2週間の保護活動を通し、そこで見たもの、感じたこと、考えたことを

多くの人に伝えたいと思い、この作品を作りました。この作品が、ウミガメだけでなく全ての海の宝を守るために自分に

何ができるのかを考えるきっかけになると嬉しいです。

① ②

③

26

作品概要



海の宝アカデミックコンテスト2018 受賞作品（マリン・カルチャー部門）

④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧

この度は 2018年海の宝アカデミックコンテストに参加させていただきありがとうございました。私は、函館に向かう途中の電車の中で、緊張と

不安に押しつぶされそうになりながら発表の練習をしていたことを今でも覚えています。しかし会場に入り、他の学校の発表を聞いていると、その

内容に夢中になり気づけばそんな気持ちは消え、私の見つけた海の宝を伝えたい！という気持ちへと変わっていました。このコンテストのおかげで

私は、この人たちと海についてもっと学びあいたいということに気づくことができました。そして今自分に必要なことも見つけることができました。

このコンテストに参加することができたことを幸せに思います。今後もこの経験を原動力に海を探求して行こうと思います。

27

受賞者の声



マリン・カルチャー部門 おとひめ賞（優秀賞）

「転生したら水海月だった件について」

佐藤日織栞（神戸市立六甲アイランド高等学校）

海の宝アカデミックコンテスト2018 受賞作品（マリン・カルチャー部門）

海を優雅に漂う生物、クラゲ。水族館で見たことがあるという人は多いと思いますが、その生態を知っている人は少ない

のではないでしょうか。クラゲは知れば知るほど魅力的な生物です。そんなクラゲに親しみを持ってもらえるよう、様々な

クラゲを擬人化し一つの物語を作りました。コンセプトは「子供から大人までが訪れる水族館のクラゲ水槽の隣に置きたい

パンフレット」です。さあ、あなたも水海月と一緒に海を漂ってみましょう！

① ②

③
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作品概要



海の宝アカデミックコンテスト2018 受賞作品（マリン・カルチャー部門）

④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧

「突然ですが！皆さんは日本全国にどれくらいの水族館があると思いますか？」プレゼンのこの第一声が上手く言えるかどうか飛行機の中で

ずっとドキドキしていました。私は大勢の前でプレゼンをするのが初めてだったので、練習をいくら重ねても不安が残っていたのですが、最後に

審査員の方々から「面白かった！」と言って貰えた事が自信に繋がりました。絶滅危惧種と言う訳ではないクラゲ。増えすぎているクラゲ。その

魅力をどう伝えるか！というのが私の最大の課題であったので、このような賞をいただけたことを光栄に思います。

あと…憧れの函館ラッキーピエロで食べられた事もいい思い出です！
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受賞者の声



マリン・カルチャー部門 うみがめ賞（奨励賞）

「磯のトラブルを解決せよ！～奥高生発！地元漁業を守るための提案～」

北海道奥尻高等学校

海の宝アカデミックコンテスト2018 受賞作品（マリン・カルチャー部門）

私たちは、奥高生の力で磯焼けを解決して漁師の方を助けたいという気持ちから実験に取り組み、ウニと海藻を共存させ

るための方法を考えました。実際にいくつかの海藻を与えてウニを飼育する実験を行い、ウニが好んで食べる海藻と苦手な

海藻をつきとめました。海藻の数を増やすために今回見つけたウニの苦手な海藻を計画的・戦略的に植えて管理し、藻場の

豊かさを回復させる方法を提案します。

① ②

③
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作品概要



海の宝アカデミックコンテスト2018 受賞作品（マリン・カルチャー部門）

④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧

今回のコンテストを通じて、たくさんの方々に奥尻の海のすばらしさと課題について知っていただくことができたと思います。

私は、１６年間奥尻の海とともに暮らしてきました。高校に進学し、さまざまな地方から来ている新しい仲間と出会い、当たり前だと思っていた

地元の海について考えてみようと思い、今回のコンテストに挑みました。

今回の受賞をひとつのきっかけとして、奥尻の漁師さんや水産関係の方々とともに、磯焼けの解消を目指していきます。（１年 福野悠斗）
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受賞者の声



マリン・カルチャー部門 うみがめ賞（奨励賞）

「ウミホタルのアレコレ！？～ウミホタルの知られざる秘密！！～」

岡山学芸館高等学校

ウミホタルについて、詳しく知る人は少ない。私たちは海洋学習でウミホタルの採集・実験を行った。そこでウミホタル

の発光原理はホタルと同じであることを知った。ウミホタルは第二次世界大戦の際、軍隊でも重宝されていた。

ウミホタルの人気スポットの分布は地形と深く関係があるかもしれない。ウミホタルの酵素はがん細胞の発見にも貢献して

いる。このように、ウミホタルは海に対する興味関心を引き出す海の宝である。

海の宝アカデミックコンテスト2018 受賞作品（マリン・カルチャー部門）
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① ②

③

作品概要



海の宝アカデミックコンテストでは日本全国の高校生と交流ができ、様々な考え方や地域性のある研究の発表を聞くことで大変勉強になりま

した。また、他校の発表を実際に見聞きすることで発表するときは何をどう伝えるべきなのかも考えることができました。このコンテストへの

参加を通して海の知識を多く得ることができ、さらに海に興味関心を持つようになりました。（アムエル）

今回うみがめ賞を頂けたことを大変嬉しく思っています。コンテストでは同じ高校生でも、全く異なる考え方や発想の仕方があり、新たな視

点を得ることができました。また今回の発表を聞いて、ウミホタルの新たな活用法を独自に考え、もっと海と人とが繋がれるようにしたいと思

いました。（森末雄大）

海の宝アカデミックコンテスト2018 受賞作品（マリン・カルチャー部門）
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④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧

受賞者の声



マリン・カルチャー部門 うみがめ賞（奨励賞）

「かまぼこ その魅力に迫る。」

大阪府立生野高等学校写真部

僕たちが今回取り上げたのは、かまぼこです。この作品は、最初に、かまぼこの起源や歴史、次にかまぼこの材料とし

て使われている魚、最後に、面白いかまぼこや健康食品としての側面を調べて、8枚にまとめました。長い間、海とともに

生活してきた日本人だからこそ、作ることができたかまぼこ。これからもたくさんの可能性を秘めているかまぼこの魅力

についてお伝えします。

海の宝アカデミックコンテスト2018 受賞作品（マリン・カルチャー部門）
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① ②

③

作品概要



私たちは、去年先輩たちが涙を飲んだ本コンテストに、今年こそはと意気込んで挑戦しました。念願の函館での2次審査で発表出来たのは本当

に光栄でした。なぜか「海」と言えば「スケトウダラ」が浮かび、そこから「かまぼこ」を連想し、色々と調べ出しました。色々なかまぼこを

食べ比べたり、写真や絵を自分たちで撮ったり描いたりなど、忙しなくも、楽しく作らせてもらいました。作業を進めるにつれ「こんな歴史が

あったのか。」「普段見ているものも調べてみるとこんなに面白いんだ。」と発見がいっぱいで、どんどん興味が湧いてきました。他校の作品

にも大いに刺激を受け、知識欲が掻き立てられました。次回もあの決戦の地へと行きたいです。

海の宝アカデミックコンテスト2018 受賞作品（マリン・カルチャー部門）
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④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧

受賞者の声



マリン・カルチャー部門 くろしお賞

「カブトガニ 人類を救う」

静岡県立焼津水産高等学校

海の宝アカデミックコンテスト2018 受賞作品（マリン・カルチャー部門）

私たちはカブトガニの血液に注目しました。カブトガニには人を救う力があるということがわかりました。またどの

くらいの数が血液を取られてしまっているかも知ることができました。ほとんどのカブトガニは血液をとられた後

死んでしまいます。人類を優先するばかりに、貴重な命が失われることを私たちは考えなければならないと思いました。

① ②

③
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作品概要



海の宝アカデミックコンテスト2018 受賞作品（マリン・カルチャー部門）

④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧

私達水産高校生は「海を愛し、海に学び、海とともに生きる」水産海洋スピリットを持ち、日々の学校生活を送っています。静岡県の海にカブト

ガニは生息していませんが、授業でカブトガニの血液が医療現場で無数の命を救っていることを知り、先生にこのコンテストを聞いた時に、すぐに

このタイトルに決めました。当日は、カブトガニの資源保護の必要性について発表することができました。そして、このコンテストで、海洋生物や

海洋環境を学ぶ私達にできる「海洋環境や海洋生物を守ることの必要性を人に伝える」ことの大切さを学ぶことができました。また全国の高校生の

発表を聞き、とても勉強になりました。この度はありがとうございました。（中川遼太 大石淳）
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受賞者の声



マリン・カルチャー部門 くろしお賞

「２１４年目の希望」

兵庫県立尼崎小田高等学校

海の宝アカデミックコンテスト2018 受賞作品（マリン・カルチャー部門）

私たちの考える「海の宝」は人々の思いと地域の海産物・特産物を詰め込んだ「缶詰」です。缶詰が誕生してから今年

で２１４年がたちます。缶詰は保存食から高級食まで様々な食べ方があります。缶詰の歴史を調べていくと缶詰の誕生は、

細菌学の歴史を・・・・・。缶詰は、東日本大震災でも救援物資が届くまでの食料として人々の希望となりました。

これからも続く小さな缶の２１４年目の希望の物語です。

① ②

③
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作品概要



海の宝アカデミックコンテスト2018 受賞作品（マリン・カルチャー部門）

④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧

どう描けば「思い」が伝わるのか、悩みましたが函館の資源である「がごめ昆布」の価値と栄養を知ってもらうこと、それを簡単で安全に届ける

ために缶詰として売り出すことを焦点として描いてみました。イラストで工夫した点は、主張したい部分だけに色をつけ、文字をレタリングしてよ

りわかりやすくするところでした。時間はかかりましたが、「思い」が伝わるような絵が描けました。このようなプレゼンテーションのコンテスト

に参加するのは初めてでした。プレゼンでは、全国の中高生がたくさん集まっていたので、とても緊張し、普段通りに話すこと、質疑応答などうま

く出来ませんでした。また、他の参加者の作品発表を聞いて、これからの発表での課題、自分の課題が見つかりました。このコンテストへの参加は、

海について学び、守っていくことを真剣に考える機会となりました。この経験を生かして、海の課題・自分の課題に向けてがんばっていきます。
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受賞者の声



マリン・カルチャー部門 くろしお賞

「石狩川の主」

栃木県立馬頭高等学校

海の宝アカデミックコンテスト2018 受賞作品（マリン・カルチャー部門）

石狩川の主、チョウザメ。神様として祀られ、鮭の豊漁をもたらし漁師の安全を守ってきました。石狩地方で大切に守ら

れてきたチョウザメでしたが、乱獲や河川環境の悪化により、今では姿を消してしまいました。蝦夷地で生まれた特有の文

化は、絶滅した今でも大切に語り継がれています。文化だけではなく、限りある資源をいかに守り、後世に伝えていくのか、

石狩川の主をきっかけに考えていければと思います。

① ②

③
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作品概要



海の宝アカデミックコンテスト2018 受賞作品（マリン・カルチャー部門）

④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧

今年度のアカデミックコンテストを終えての感想が３つあります。１つ目は、函館に行けた事です。昨年度は函館に行くことが出来ず、一次審

査で終わってしまいましたが、今年度は、見事函館に行き発表することが出来ました。２つ目は、発表が思った以上に緊張した事です。練習では

完璧に出来ていても、本番ではやはり緊張してしまい自分達の思っていたような発表は出来ませんでしたが全力は出し切りました。最後３つ目は、

函館の街並みがとても良かったことと魚介類がとても美味しかったことです。今回のアカデミックコンテストでとても良い体験が出来ました。

また来年も機会があれば是非参加したいと思いました。

41

受賞者の声



海の宝アカデミックコンテスト2018 受賞作品（マリン・サイエンス部門）

マリン・サイエンス部門 海の宝大賞（最優秀賞）

「ユーグレナと二枚貝による廃しょうゆの処理について」

尾崎光平（福岡工業大学附属城東高等学校）

地域の食文化の担い手である醤油製造業を守るため、ユーグレナと二枚貝でしょうゆを安く処理をすることを目的とした。

しょうゆ150倍希釈液で培養したユーグレナ（以下Ａ）で緑の濃さとユーグレナ数は比例していることが分かった。

次に、アサリとシジミに餌としてＡを与えると食べた。さらに、Ａは耐塩性が高くなっていた。実際にＡとアサリで浄化を

すると茶褐色が3分の1になった。そして、消費水量を減らせた。

① ②

③
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作品概要



海の宝アカデミックコンテスト2018 受賞作品（マリン・サイエンス部門）

④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧

１年生のとき初めて応募しましたが１次予選を突破できず、悔しい思いをしました。そこから研究をさらに深め、昨年よりもわかりやすく説明

を加え今年の応募に臨みました。二次審査にいくよと聞いたときは、とても驚きました。昨年の発表を参考にしようと動画を見たときは発表者の

テンションがとても高く「自分にできるかな」と不安になり友人からアドバイスをもらい飛行機の中でもずっと練習をしました。会場に到着し

他の発表をみたところどれも面白く、興味深いもので今まで参加した大会のなかで一番緊張しました。１位になった時にはとてもうれしかった

です。２日目の研究所の体験では大変貴重な経験をさせていただき充実した二日間になりました。

（福岡工業大学附属城東高等学校2年 尾崎光平）
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受賞者の声



マリン・サイエンス部門 りゅうぐうのつかい賞（優秀賞）

「今治市の海岸に生息する貝類の寄生虫に関する研究」

愛媛県立今治西高等学校

海岸生物の寄生虫について調査した。貝類ではイシダタミから吸虫とヒラムシ、パテイラからヒラムシの寄生を見つけた。

カニとヤドカリを調査したところ、カニの脳から線虫、ヤドカリから吸虫以外の寄生虫を見つけた。従って、吸虫の二次

宿主は甲殻類ではなく魚類ではないかと推定された。カイヤドリヒラムシは古腹足類の成分に誘引され、負の光走性がある。

海岸生物における寄生虫の生活環を確認し、養殖にも有用な研究にしたい。

海の宝アカデミックコンテスト2018 受賞作品（マリン・サイエンス部門）
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① ②

③

作品概要



今回は北海道大学で発表や研修など貴重な体験ができ、入賞もできてとても感動しました。私が研究している寄生虫には気持ち悪い、こわい、

というイメ－ジがあり、なぜ寄生虫をテーマにしたのか疑問に思われることも多いです。しかし私は、寄生虫の良い面も知ってもらいたいです。

寄生虫が持つ「宿主を操る」などの特殊な能力は、私たちにとって大きな宝になります。今回、カニの脳で線虫の寄生を発見し、カニを操って

いる可能性があると考えています。寄生虫が宿主を操る仕組みがわかれば、複雑な脳や神経の仕組みの解明に役立ち、医療に貢献するかもしれ

ません。このように多大な可能性を秘める海岸動物の寄生虫は「海の宝」になると思います。

（愛媛県立今治西高等学校 生物部１年 本宮絹華）

海の宝アカデミックコンテスト2018 受賞作品（マリン・サイエンス部門）
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④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧

受賞者の声



私たちは地元の鯖で鯖缶を作り、宇宙に飛ばそうとしています。一度作った鯖缶は粘度不足と言われくずを入れて

作り直しました。しかし今度は味が薄いと言われ、現在四段階で水と醤油の比率を変えて味を濃くするための実験を

しています。私たちが作ったこの鯖缶を宇宙飛行士の方においしく食べてもらえるような鯖缶を作ります。

海の宝アカデミックコンテスト2018 受賞作品（マリン・サイエンス部門）

① ②

③
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マリン・サイエンス部門 ちょうちんあんこう賞（奨励賞）

「鯖街道のばせ 国際宇宙ステーションへ」

福井県立若狭高等学校

作品概要



海の宝アカデミックコンテスト2018 受賞作品（マリン・サイエンス部門）

④ ⑤ ⑥

⑦

全国の皆さんのレベルの高い発表を聞いて圧倒されました。日本には、各地に様々の海の良さ、それに合わせて課題もあり、皆さんが取り組ん

でいることを知ることができました。自分たちの地域にも当てはまることもありました。本気で課題に向き合って解決しようとする姿勢に感動し

ました。今回の私たちの研究発表では、自分たちでは気づかなかった課題や改善点などがたくさん見つかりました。これからの研究に生かしたい

と思いました。若狭の海の宝を詰めた缶詰が国際宇宙ステーションにあがる日も近づいています。今度は、地元の海の宝を世界に広めたいと思い

ます。
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⑧

受賞者の声



海の宝アカデミックコンテスト2018 受賞作品（マリン・サイエンス部門）

マリン・サイエンス部門 ちょうちんあんこう賞（奨励賞）

「瀬戸内海の島嶼部の漂着ごみ問題に目を向けて」

山陽女子高等学校地歴部

私たち地歴部は瀬戸内海の海底ごみ問題の解決に向けて、回収と啓発に10年以上取り組んでいます。この活動から見え

てきたことは、ごみの起点（廃棄者）と終点（海底ごみ・マイクロプラスチック・島嶼部への漂着ごみ）の関係です。

問題の解決には、ごみの発生抑制は重要ですが、私たちは香川県の手島を舞台にして、生活の島であり過疎化・高齢化が

進む島が抱える漂着ごみ問題の解決に向けて、地域協働での取り組みを実施しています。

① ②

③
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作品概要



海の宝アカデミックコンテスト2018 受賞作品（マリン・サイエンス部門）

④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧

今回、コンテストへ参加させていただき、同世代の皆さんの発表はそれぞれの取り組みが伝わってきて、個性が感じられました。発表は伝えることを
第一に考え、ジェスチャーで表現したり、キャラクターを使うなど、聞く側が分かりやすいように工夫がされていたと思います。発表者がそれぞれの海
の宝が何であるかということをしっかりと語り掛けている姿が刺激になりました。今回、私はとても早口で話すことに終始してしまったので、伝えると
いう皆さんの姿勢を見習いたいと思いました。奨励賞をいただき、今後の活動の励みにしたいと思います。２日目の水産学部での実習は、難しい内容の
実習でしたが、理解できた時の喜びは大きく、探求することで深い学びができることが分かりました。海の宝という伝えたい内容を、相手に対してしっ
かりと伝えるためには、物事を掘り下げて考え、自分の言葉で伝えることが大切であり、良い学びの機会をいただき、感謝致します。（大森咲）

北海道へ行かせていただき、他の団体の皆さんの発表を聞かせていただき、ワクワクしたり新しい発見がありました。そして、「ちょうちんあんこう
賞」をいただき、とても嬉しかったです。２日目は大学の研究所へ行かせていただきました。大学生や大学院生の説明からは、自分の関心のある分野を
徹底して研究されており、生き生きとされている様子を見て、物事を突き詰めて考えて、その成果を社会へ還元していくことの大切さを学びました。研
究のための道具も手作りされており、驚かされました。この２日間では、新しい発見が多く、大学での学びの楽しさを学ぶことができました。このよう
な経験をさせていただき、感謝致します。そして、今後の活動に活かしていきたいと思います。（木村萌々子） 49

受賞者の声



海の宝アカデミックコンテスト2018 受賞作品（マリン・サイエンス部門）

マリン・サイエンス部門 ちょうちんあんこう賞（奨励賞）

「二年前の私たちへ 海の宝、みつけたよ」

遺愛女子中学校

2年前、私たちは「海の宝」アカデミックコンテストに初めて応募しました。そのときは大森浜でみつけたたくさん

の不思議を紹介しましたが、その後2年間、下級生とともにふしぎの答えを探す活動をしてきました。

そして石ころのふるさとや、なぜ浜から石ころが消えるのかなど、不思議の答えを見つけました。

私たちが見つけた答えを紹介したいと思います。

① ②

③
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作品概要



海の宝アカデミックコンテスト2018 受賞作品（マリン・サイエンス部門）

④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧

コンテストが始まった2016年から3回目の応募です。今回は中学・高校の区別がなく、きっと海洋生物系の立派な発表が集まって、とてもかなわ

ないものと思いながら石ころと波がテーマの作品を送りましたが、本選の8団体に選ばれて部員も顧問もびっくり！でした。中学3年生は3回目の出

場で、発表練習でも、経験を生かして中心となり頑張りました。高校生の発表はレベルが高く、難しいものもありましたがそれぞれ個性があり、

聞いていてとてもわくわくしました。とても勉強になった、これからも活動をがんばって進めていきたいと部員一同話しております。良い機会を

いただきありがとうございました。
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受賞者の声



マリン・サイエンス部門 おやしお賞

「養殖マサバに寄生するアニサキス～安全に食べるために～」

福井県立若狭高等学校

私達は、「人工種苗の鯖と天然種苗の鯖でのアニサキスの感染ルートや、アニサキス自体を知る」以上の内容の活動を行い、

天然種苗のみ感染しているという結果を得た。次回は、日本海側と太平洋側とでの感染度合について調べていく予定である。

そして、最終的に「日本海側のアニサキスは鯖の筋肉への移行率は極めて低い」事を証明し、多くの人々に「鯖でも刺身で

食べられる」事を理解してもらいたいと心底願っている。

海の宝アカデミックコンテスト2018 受賞作品（マリン・サイエンス部門）
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① ②

③

作品概要



海の宝に作品を応募して一次審査が通ったことに非常に喜びました。自分たちの研究に自信がないわけではなかったのですが、それでも全国

から様々な作品が集まるため、非常に厳しいものだと考えていました。コンテストに参加して多くの学校の発表を聴き、レベルの高さを実感

しました。多くの発表の末、私たちは、おやしお賞を頂くことができましたが、私たちの発表は、聴いて頂く人達に対して伝えるという面で

力不足だったと感じています。今回、海の宝に参加して学んだ多くのことを生かし、これからの研究に尽力していきたいです。

最後に、このような機会を頂きましたことに感謝致します。有り難うございました。

（福井県立若狭高等学校海洋科学科2年 武田拳悟 松原絃爾 岩崎透）

海の宝アカデミックコンテスト2018 受賞作品（マリン・サイエンス部門）
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④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧

受賞者の声



マリン・サイエンス部門 おやしお賞

「二枚貝の小さな宝」

栃木県立馬頭高等学校 水産科学研究部

私たちは今回、海産二枚貝類から得られる乳酸菌の研究についてまとめた。今まで、陸上や淡水資源の様々な資源から

乳酸菌が分離されてきたが、海産資源からの分離は数少ない。しかし、2014年に糸井らがチョウセンハマグリから分離し

たことをヒントに、同じ食性のタイラギおよびマガキから分離を試みた。

その結果、タイラギから3属7種、マガキから2属5種の乳酸菌が分離され、乳酸菌は分離可能であることが示唆された。

海の宝アカデミックコンテスト2018 受賞作品（マリン・サイエンス部門）
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① ②

③

作品概要



今回、海の宝アカデミックコンテストの最終選考に出場することができ、とても貴重な経験をすることができました。プレッシャーを感じる中、練習

通りの発表をすることが出来ましたが、質疑応答ではうまく答えることができず、少し悔しかったです。僕の学校は初めての出場であり、多数の応募の

中、我々の高校から2チームも選ばれたことが本当に嬉しく光栄に思いました。今後の課題としては、僕たちの実験が海の宝としてどのように環境や人間

に有益な影響を及ぼすのか調べていく必要があると思います。そして、来年度も最終選考へ通過し、次は最優秀賞を目指せるような研究内容に仕上げて

いきたいと思います。（津谷拓海）

私はアカデミックコンテストに参加して色んな経験をさせていただきました。反省点はとても緊張し、今まで通りに発表できなかったことです。それ

と共に、質疑応答の時も緊張して、思ったことを全然話すことができませんでした。今後は反省点を改善し、来年海の宝アカデミックコンテストに参加

して、再び最終選考へと進みたいです。そして最優秀賞をとりたいと思います。他の班の発表を聞いて感じたことが、皆ハキハキしていてとても気持ち

の良い発表でした。今後はこのコンテストで得られた知識と経験を今後の研究、発表に活かして行きたいです。（本澤章斗）

海の宝アカデミックコンテスト2018 受賞作品（マリン・サイエンス部門）
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④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧

受賞者の声



海の宝アカデミックコンテスト2018 受賞作品（マリン・サイエンス部門）

マリン・サイエンス部門 おやしお賞

「三河湾の環境調査 Part.5 これからの三河湾を考える」

愛知県立時習館高等学校SSH生物部

近年、三河湾では赤潮、苦潮、魚介類の大量死などの問題が起こっている。私たちは、故郷の海はきれいであってほし

いと思い、その現状を知るため、水質・底質の定点調査を継続してきた。その結果、夏の三河湾では貧酸素水塊や硫化物

の堆積がみられ、湾奥ほど深刻であった。これは三河湾の閉鎖的な地形、赤潮、河川水による栄養塩類の流入が関係して

いる。私たちの学校の、11年間にわたる三河湾の環境調査について紹介する。

① ②

③
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作品概要



海の宝アカデミックコンテスト2018 受賞作品（マリン・サイエンス部門）

④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧

このたびは海の宝アカデミックコンテストに出場させていただきありがとうございました。初めてこんな遠くに行って大会に参加しました。

全国から集まった他校の発表を聞き、どの学校も皆大変素晴らしく、感動いたしました。それに加え、他校との交流もでき、とてもいい経験に

なりました。また、研修も楽しく参加させていただき、多くの知識を得ることができました。来年度も、チャンスがあったら再び応募したいと

思います。研究をすすめるにあたって御協力いただいた愛知県水産試験場、愛知県立三谷水産高等学校、（株）日立ハイテクノロジーズの皆様

に厚く御礼申し上げます。
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受賞者の声



海の宝アカデミックコンテスト2018 受賞作品（審査員特別賞）

審査員特別賞

マリン・カルチャー

「香川県と養殖産業」

香川県立坂出高等学校

審査員特別賞

マリン・カルチャー

「わたしのうみ」

北海道函館養護学校

審査員特別賞

マリン・カルチャー

「魚市場ってなに？」

香川県立坂出高等学校

審査員特別賞

マリン・カルチャー

「干潟の大事な能力

～里海の考え方を通して～」

砂子 夕馬（岡山学芸館高等学校）

審査員特別賞

マリン・カルチャー

「おむ君の長い旅」

兵庫県立豊岡総合高等学校

インターアクトクラブ

審査員特別賞

マリン・カルチャー

「マンボウ最弱伝説」

静岡県立焼津水産高等学校
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審査員特別賞

マリン・カルチャー

「伊勢海老のセイ君のお話」

静岡県立焼津水産高等学校

審査員特別賞

マリン・カルチャー

「海から来た宝
～あなたは魚河岸シャツを知っていますか？～」

静岡県立焼津水産高等学校

審査員特別賞

マリン・カルチャー

「海の宝を見に行こう！」

土屋 彩衣（佐久長聖高等学校）

審査員特別賞

マリン・カルチャー

「海の守り神 サメ」

静岡県立焼津水産高等学校

審査員特別賞

マリン・カルチャー

「海に癒される理由」

栁澤 悠衣（佐久長聖高等学校）

海の宝アカデミックコンテスト2018 受賞作品（審査員特別賞）
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審査員特別賞

マリン・カルチャー

「貝の国の女王は誰？」

若原 瞭（東京都立小金井北高等学校）



海の宝アカデミックコンテスト2018 受賞作品（審査員特別賞）

審査員特別賞

マリン・カルチャー

「日本人とクジラ」

尾関 花楓（神戸市立六甲アイランド高等学校）

審査員特別賞

マリン・カルチャー

「海の宝石『ウミウシ』」

善波 優輝（神戸市立六甲アイランド高等学校）

審査員特別賞

マリン・カルチャー

「瀬戸内海にスナメリを」

細川 美月（岡山学芸館高等学校）

審査員特別賞

マリン・カルチャー

「私たちの琴ヶ浜」

島根県立大田高等学校

審査員特別賞

マリン・カルチャー

「農家が語る海成段丘」

青森県立大湊高等学校

審査員特別賞

マリン・カルチャー

「海の香りでリラックス」

福井県立若狭高等学校
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審査員特別賞

マリン・カルチャー

「海運 “海の宝”は見えないところに」

近藤 力領（岡山学芸館高等学校）

審査員特別賞

マリン・カルチャー

「日生の宝」

髙森 大史（岡山学芸館高等学校）

審査員特別賞

マリン・カルチャー

「イカのイカした世界」

石川 采燈（東京工業大学附属科学技術高等学校）

審査員特別賞

マリン・カルチャー

「繋いでいきたい海の宝
～私たちを陰で支える海運の仕事～」

岡山学芸館高等学校

審査員特別賞

マリン・カルチャー

「イカの王様～アオリイカ～」

宮崎県立宮崎海洋高等学校

海の宝アカデミックコンテスト2018 受賞作品（審査員特別賞）
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審査員特別賞

マリン・カルチャー

「内陸県」

茅野 愛結（佐久長聖高等学校）



海の宝アカデミックコンテスト2018 受賞作品（審査員特別賞）

審査員特別賞

マリン・カルチャー

「深海のアイドル」

大阪市立工芸高等学校

審査員特別賞

マリン・カルチャー

「海の生物の漢字の成り立ち」

大阪市立工芸高等学校

審査員特別賞

マリン・カルチャー

「行け！ベントス！」

岡山学芸館高等学校

審査員特別賞

マリン・カルチャー

「世界の海、地球の宝」

飯塚 朝葵（岡山学芸館高等学校）

審査員特別賞

マリン・カルチャー

「海の宝石 『ウミウシ』」

荻原 瑛花（佐久長聖高等学校）

審査員特別賞

マリン・カルチャー

「丸ごと活用できるへしこ作り」

福井県立若狭高等学校
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審査員特別賞

マリン・カルチャー

「教えて！ウミタくん！～アマモ場編～」

近藤 花音（埼玉県立越ヶ谷高等学校科学部）

審査員特別賞

マリン・サイエンス

「千里浜の不思議に迫る」

石川県立七尾高等学校

審査員特別賞

マリン・サイエンス

「海の危機を救え」

福井県立若狭高等学校

審査員特別賞

マリン・カルチャー

「深層水の真相」

高橋 直希（東京工業大学附属科学技術高等学校）

審査員特別賞

マリン・サイエンス

「みんなで藻場を守ろう！
～焼津水産高校と一緒に磯焼け対策～」

静岡県立焼津水産高等学校

海の宝アカデミックコンテスト2018 受賞作品（審査員特別賞）

63

審査員特別賞

マリン・サイエンス

「里海創生～アマモ場と干潟の研究～」

岡山学芸館高等学校



海の宝アカデミックコンテスト2018 受賞作品（審査員特別賞・マリン・ラーニング奨励賞・海ぼうず賞・めんだこ賞）

審査員特別賞

マリン・サイエンス

「マイクロプラスチックは何処へ
マイクロプラスチックの事件簿」

福井県立若狭高等学校

審査員特別賞

マリン・サイエンス

「生物多様性」

北海道函館水産高等学校 海洋技術科

審査員特別賞

マリン・サイエンス

「魚類透明骨格標本
～きれいな魚たちは海の宝～」

宮崎県立宮崎海洋高等学校

マリン・ラーニング奨励賞

マリン・カルチャー

「世界へ羽ばたけ！函館昆布！！」

嶋﨑 匠（函館ラ・サール中学校）
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マリン・ラーニング奨励賞

マリン・サイエンス

「大阪港の外来生物 調査大作戦」

大阪市立築港中学校

海ぼうず賞

電子紙芝居mini

「そうだ、ペンギンに会いに行こう」

土屋 日菜（佐久長聖高等学校）

めんだこ賞

電子紙芝居mini

「魚が消える」

大塚 優舞（函館市立港小学校）
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ミニ実験
コーナー
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北海道大学北方生物圏フィールド科学センター 七飯淡水実験所見学

北海道大学北方生物圏フィールド科学センター 七飯淡水実験所見学

日 程

開 催 場 所

内 容

１１月１１日（日） ９：３０ ～ １２：１５

北海道大学北方生物圏フィールド科学センター 七飯淡水実験所

北海道大学の養殖に関わる研究施設を見学し、研究のバックヤードを理解するとともに、魚の養殖や研究に関わる実験を体験する。

実験内容

１）魚の精子の凍結保存と解凍後の運動性の確認：小亀、林

２）魚の組織切片の作製と観察：島

３）魚のDNA解析：柴田

４）魚の胚への物質の注入と観察：近藤

５）マイクロインジェクションの針の作製：古川

６）魚の胚操作のためのガラス細工：山羽

７）細胞内小器官の蛍光標識：遠藤
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１）魚の精子の凍結保存と解凍後の運動性の確認

２）魚の組織切片の作製と観察
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北海道大学北方生物圏フィールド科学センター 七飯淡水実験所見学

３）魚のDNA解析 ４）魚の胚への物質の注入と観察 ５）マイクロインジェクションの針の作製 ６）魚の胚操作のためのガラス細工

７）細胞内小器官の蛍光標識
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